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経営比較分析表（令和5年度決算）
兵庫県香美町　ﾌｧﾐﾘｰイン今子浦

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 客単価(円) 指定管理者制度の導入 インターネットによる予約割合(％) グラフ凡例
当該施設値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 建物延面積(㎡) 宿泊定員数(人) バリアフリー法の基準適合性 トイレ洋式化率(％) Wi-Fi設置 － 類似施設平均値（平均値）

法適用 観光施設事業 休養宿泊施設 Ａ１Ｂ１ 非設置 3,758 利用料金制 47.0 ■

有 【】 令和5年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
　令和5年度は、指定管理者に経営を移行し4年目の
事業年度である。
　令和4年度決算では、コロナ禍の終了感、国の旅
行支援など宿泊施設利用喚起策により対前年に比べ
収益を伸ばしたが、令和5年度は利用者数は若干の
減少であったものの、燃料費、物価高等の影響によ
り収益が悪化し赤字となった。
　令和5年度に企業会計となったことにより、他会
計から繰り入れを行っていないことから他会計補助
金比率は0％となっている。

R01 R02

0.0 99.9 2,149 86 無 53.8

R05R04 R05 R01 R02 R03 R04R03 R04 R05 R01 R02 R03

- - 0 2. 資産等の状況について当該値 - -- 96.4 当該値 - -

平均値 - - - - 96.4

- - 0.0当該値 - - -

　昭和63年の施設建設から約35年が経過して老朽化
や陳腐化が顕著である。現在は町と指定管理者にお
いて改修の費用負担区分を明確にし、全ての改修は
指定管理者が実施したうえで町が負担すべき費用に
ついて指定管理料をもって町が負担する仕組みを取
り入れている。この上限額は指定管理期間である5
年間において上限50,000千円としている。
　こうした仕組みにより機動的な改修や改修費の増
大抑制は可能となったが、上限額を超えるような大
規模改修が発生した場合は対応が難しい状況であ
る。
　効果的な改修や資産の適正管理を行ううえで、指
定管理者とともに真に必要な投資を見極める必要が
ある。

3. 利用の状況について
　本町における宿泊需要は一定程度あるものの、コ
ロナ禍以降は周辺を含んだ地域全体において宿泊需
要の厳しい状況が続いている。これらは団体旅行か
ら個人旅行への嗜好の変化、地域の観光客数の動向
等、観光を取り巻く様態が変化してきたことによる
ものと考察する。
　今後、旅行業界等の需要の変化に注視しつつ、そ
れらに即した対策を講じるとともに、宿泊・食事の
利用の他、コンベンション機能の利用など多様な利
用形態を検討していくことが必要である。

R01 R02 R03 R04 R05 R01 R02

平均値 - - - - 0平均値 - - - - 0.0

R05R04

当該値 - - - - 8.5 当該値 - -

R05 R01 R02 R03 R04R03 R04 R05 R01 R02 R03

- - 4,142

平均値 - - - - 8.5 平均値

- - 15.9 当該値 - -- - 41.7 当該値 - -

- - - - 4,142

2.資産等の状況

- - - - 15.9 平均値- - - - 41.7 平均値

⑨施設の資産価値(千円)
全体総括
　新型コロナウイルス感染症以降の旅行形態が団体
から個人へと変化していることや、集団的な飲食の
機会が減っていることから食事利用者の減少につな
がっている。
　また、パート従業員の確保も町内全般で困難な状
況が続いており、人員不足から予約を受けられない
ケースがある。
　地元食材を使用した付加価値の高い宿泊プランや
ペット同伴可能な部屋を提供する等、客単価は上
がっているが、材料費の高騰や光熱水費等の固定経
費の増加が続いている。経費抑制のために広告宣伝
費を抑制せざるを得ない状況であり思うような広告
宣伝ができていない。
　今後は、認知度の向上を目指し、ＳＮＳを利用し
た情報発信のほか、各種販売チャンネルの増加、宣
伝広告の実施などに取り組み、指定管理者と協調し
て効率的かつ安定的な事業展開を図る必要がある。

153,508

⑩設備投資見込額(千円)

R01 R02 R03 R04 R05 R01 R02 R03 R04 R05R04 R05

21.0 - - 0.0- 当該値 -当該値 - - - -
157,284

R01 R02 R03

平均値 - -

12.0 当該値 - - -

平均値 - - - - 12.0

-

- - 0.0- - 21.0 平均値 - -
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③宿泊者一人当たりの他会計補助金額(円)
【652】
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②他会計補助金比率(％)
【8.2】
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①経常収支比率(％)
【91.1】

△491
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⑦ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【13,945】
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⑥売上高ＧＯＰ比率(％)
【20.7】
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⑤売上高人件費比率(％)
【27.4】
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④定員稼働率(％)
【22.3】

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

⑫企業債残高対料金収入比率(％)
【39.1】
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⑪累積欠損金比率(％)
【98.7】
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⑧有形固定資産減価償却率(％)
【65.7】
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⑬施設と周辺地域の宿泊客数動向


